着陸した。 彼女 は 飛行 帽を ぬぎながら 愛嬌よ く 云 つ た。 

—— 美しい 日本！ 機上から 国 全体が 公園の ような 

日本 を 見下した とき はほんと に 愉快でした。 

全く、 日本の 秋に 紅葉した 山々 は、 細かく 細かく 小 

庭の ように 区切った 田の 上で、 細かい 木製 道具 をつ 

か つ てす ベ て を 二 本の 手の 働き だけで 稲の 収穫 をし つ 

つ ある 日本の 農夫の 姿 は、 ョ— 口 ツバの 眼に どんなに 

か 異国 的であろう！ 

米価 惨落 • 生糸 惨落 • 造船 事業の 縮小 は 来年の 春 ま 

でに 数万 人の 失業者 を 更に 街頭に 送り出す であろう。 

J • o • A • K! 梅 村 蓉子は 今度 結婚す る ことに 



一 口に 云えぬ。 まして 日本み たいに 労働者 農民の 政治 

的 自覚が ョ— 口 ツバ 戦争後 世界 経済界の 変遷に つれて 

急速に 進展した ところでは、 プロレタリア 文学 発育の 

時間 的に 短い 過去の 中に 極めて テンポの 速い イデ ォロ 

ギ ー 的 躍進が つつみこまれ てる。 二 九 二 七 年 十一月) 

労農 芸術家 連盟 (文芸 戦線) が 分裂して 脱退 派が 前衛 

芸術家 同盟 を 組織した とき だ つ て、 イデ ォロギ —的理 

由が ちゃんとあった。 山川 均の 労芸を 政治的に 利用し 

ようとした 野心 的 企てに == 山川の 政治 理論に ==賛 

成の ものと 不賛成の ものと が 分れた の だ。 コ ミン テル 

ン で 山川 均が どう 批判され たか、 今日の 彼が ど うだ か 



という こと は、 自覚 ある 民衆に よって はっきり 見られ 

てる。 当時、 山川 派と しての こったの が 前 田 河 広 一郎、 

彼の 代作 者 里 村欣三 • 葉 山嘉樹 • 岩 藤 雪 夫 等 及び 今度 

脱退した 黒 島 伝 次 • 平 林たい • 小 堀甚ー 一等 だ。 

「国際 局 は 戦争の 危険に 対して ソヴ エト 同盟 を X X と 

いう スロ— ガンの 下に、 すべての X X 的 読者 を 糾合す 

る 大きな 仕事 を 行った。 国際 局が、 ソヴ エト 共和国に 

対する 戦争 勃発の 際 文学者 は 如何なる 態度 をと るべき 

かにつ いて、 世界の 著名な 作家の 間から 集めた 意見 は、 

曾て ィズ ェ ス チヤ 紙上に 掲載され たと ころで ある。 

外国 支部の 指導に おいて 国際 局 は、 プロレタリア 作 



とで ある。 国際 局の 機関 雑誌 『外国 文学 時報』 も亦大 

きな 欠点 を もっている。 これ は 直に 改革して 世界 プロ 

レタ リア 文学の 事実上の 指導 機関たら しめねば ならな 

いご 

国際 局と 外国 プ ロレ タリ ァ 作家 団 との 連絡の 問題に 

ついて、 報告 後の 討論に 際し 最も 多く を 訴えた のはァ 

メリ 力、 フランス、 チェッコ -ス 口— ヷ ック、 フィン 

ランド 及び ァラ ビヤ、 印度、 支那 等 植民地 諸国の 代表 

者であった。 

国際 局が 今後 遂行す ベ き 課題が 何で あるか？ に つ 

いて ィ レツ シは 次の 如く 報告した。 



「第一 に 外国の プロレタリア 作家 団体と、 密接な 連絡 

を 設定し なければ ならない。 又 新しき 数個の 支部 を設 

置し なければ ならない。 そして 文学 運動に おける 左傾 

と 右傾の 両 偏向に 対して は、 従来の 断乎たる 態度 を 

もって、 闘争 を 継続し なければ ならない。 

確乎たる 指導、 一 切の 偏向 及び 歪曲との 断乎たる 闘 

争、 文学に おける 真に 正しい プロレタリア 的 方針の 確 

立、 これらが 国際 局の 前に 横たわる 重大な 課題で ある。 

第一 に 外国 支部の 前に 控えて いる 課題 は、 生産から 

労働者 を 文学に 吸引す る ことで あり 之と 並んで プ ロレ 

タ リア 文学の 同伴者 中から X X 的 作家 を 誘引す る こと 



である ご 

前 田 河に しろ、 葉 山に しろ、 日本 プロレタリア 文学 

史の 上で は 或る 役割 を果 した 人々 だ。 然し、 プロ レタ 

リア 独裁の ソヴ ヱトに 於け る 革命 を もろとも 経験した 

文学 団体の 間で も、 最近 五 力 年 計画に よる 社会主義 的 

再 建設に 際して、 レ— 二 ズムの イデ ィォ ロギ— を 薄弱 

に 把持す る 「同伴者」 の 団体 は 指導 勢力 をより 純正な 

革命 〔# 「革命」 に X 傍点〕 作家 連盟に ゆずった。 「同伴 

者」 から 脱退し、 自己批判 を 遂げて ラップに 参加した 

作家 も少 くない。 

日本の ように、 資本主義 独裁と 白色 テロ— ルの 旺盛 



が 原因に なって る。 日本の 先駆 的 プロレタリア— ト作 

家が 無統制に ブル ジ ョ ァ I ジ ャ —ナ リズ ムに 利用され 

る ことによ つ て 日常 実生活の 本質に 於て 非プ ロレ タリ 

ァ ー ト 的に 堕した 見本と も 云える。 

同じ 理由で、 ソヴ エトの 革命 当時 擡頭した 作家が 今 

日 大衆の 厳格な 批判の 下に 立って いるの だ。 

—— だからね、 

自分 は その 知人に 説明した。 

これ をた だ、 仲間の 泥仕合と いう 風に 嗤 うの は 

間違いだ。 まして、 読んだ でしよう？ 中 村 武羅夫 

が 朝日で 云つ てること。 つまり、 初め 既成 文壇の 勢 



力が つよかった から その 敵に 向って 塊り あってた プ 

ロレ タリ ァ— ト 作家が、 この頃 安心して モロくな つ 

て 分裂し はじめたん だって。 そして 一寸 好い 心持ち 

そうに、 互に 排撃す るの は (やり合う の は) いいが 

暴力 沙汰 は 一般人に 不愉快な 印象 を 与え、 ひいて 我 

国の 無産 運動に 汚点 をの こした ことになる 云々 と 

云って る。 だが 無産 運動、 プロレタリア— ト 文学の 

本道 はこん な ことで ビク つくよう な ャヮな もんじ や 

ない。 断然ない。 大衆 的な プロレタリア— ト 文学 上 

の 意見の 相異は どこまでも プロレタリア— ト 農民 大 

衆の 前で 公開 的に 行われるべき だ。 ソヴ エト は 『文 



学 新聞』 『労働者と 芸術』 などの 上で 常に 活潑 にいろ 

んな 問題 を 批判し 清算しつつ ある。 それ を まるで 箇 

人的に 黒 島 一人 ひっぱり 出して、 おまけに 日本刀 を 

こねまわ したなん てこと は、 幹部 派が どんな 非 マル 

クシ ズム的 イデ ィォ ロギ— を もってる か、 雄弁に 

語って る。 例え 百 人の 黒 島 を ひっぱって 来て 百 枚 脱 

退 声明 取消 文 を 書かした ところで、 それが 彼等の 反 

動的 イデ ィォ ロギ— を、 自覚 ある プロレタリア J r 

農民の 前に どう 糊塗 出来る？ 

—— ふうむ。 そんな わけ か。 じゃあつ まり 理窟 は 五 

分 五分で 喧嘩両成敗と は 行かな いんだな、 幹部 派な 
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